
 
  

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
大
會
の
御
案
触 

拜
旡 

 
新
綠
が
目
に
染
み
る
時
節
と
な
り
ま
し
た
。
お
變
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

さ
て
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
三
十
八
星
大
會
を
、
左
記
の
艷
り
開
催
亭
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
參
加
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
触
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

敬
具 

    

令
和
三
年 

五
卻
六
日 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

各
位 

  
 
  
 
  
  
                  

記 

 
 
  

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

第
三
十
八
囘
大
會 

 
 
  

〈
日 

時
〉 

六
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
よ
り 

 
 
  

〈
會 

場
〉 Zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

 

○ 

硏
究
發
表
（
午
後
一
時
よ
り
） 

一
、『
大
日
經
疏
』
に
お
け
る
戒
の
異
稱
に
つ
い
て 

早
稻
田
大
學
大
學
院
博
士
後
期
課
程 

 

山
尾 

宥
勝 

一
、
天
觀
念
か
ら
見
る
李
贄
童
心
說
と
羅
汝
芳
の
赤
子
の
心
の
比
較 

早
稻
田
大
學
大
學
院
博
士
後
期
課
程 

 

及
川 

伶
央 

一
、
彌
勒
・
彌
陀
信
仰
よ
り
み
る
法
華
懺
法
の
實
修
と
次
第
の
確
立 

早
稻
田
大
學
助
手
・
早
稻
田
大
學
大
學
院
博
士
後
期
課
程 

 

矢
島 

礼
迪 

一
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
に
お
け
る
有
漏
法
と
無
漏
法
： 

說
一
切
有
部
の
佛
身
有
漏
說
か
ら
抽
出
さ
れ
る
そ
の
發
展
の
モ
デ
ル 

早
稻
田
大
學
助
手 

 

藤
本 

庸
裕 

一
、
程
顥
、
程
頤
の
「
理
」、「
性
」、「
命
」
の
思
想―

王
安
石
の
「
性
命
之
理
」
と
の
對
立
か
ら―

 

東
京
都
公
立
學
校
期
限
付
任
用
教
員 

 
田
村 

有
見
惠 

 

○ 

講 
 

演
（
午
後
四
時
よ
り
） 

※ 

東
洋
哲
学
コ
ー
ス
共
催 

一
、
龍
樹
に
お
け
る
存
在
と
言
語 

龍
谷
大
學
世
界
佛
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
研
究
フ
ェ
ロ
ー 

 
 
 

 
 

 
 

財
團
法
人
佛
教
傳
道
協
會
・
理
事
長 

 

桂 

紹
隆 

 

○ 

總   

會
（
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

 

○ 

懇 

親 

會 

 
  

本
年
度
は
中
止
致
し
ま
す
。 

  

【
追 

記
】 

※ 

大
會
當
日
の
御
連
絡
は
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
研
究
室
（waseda.to

tetsu
@gmai

l.com

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 
 


